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伊賀市議会行政視察報告書 

委 員 会 名 教育民生常任委員会 

出 席 委 員 名 桃井弘子・浅川友和・大石亮子・山口康子・森川徹・北森徹・福岡正康 

視 察 日 時 2026年７月 14日（火）午後１時 30分～午後３時 

視 察 先 亀山市立川崎小学校 

視 察 事 項 地域との連携、学びの環境づくりについて(亀山市立川崎小学校) 

説 明 者 教育総務課長・学校教育課長・川崎小学校校長 

視察事項の概要 

川崎小学校では、地域との連携活動を強化し、児童数の増加及び校舎老朽化の課題解決に

向けた改築プロジェクトが進められた。学校は 449 名の児童が在籍し、地域の文化・歴史

に根差した教育活動を展開。特にかんこ踊りの継承や地域学習プログラム、地域の大規模

イベントであるふれあいフェスタ等、地域の方々の参加を通じて多様な学習機会を提供し

ている。 

 

改築プロジェクトは 2013年より開始され、地域住民の要望を元に基本計画が策定された。

設計段階では住民参加のワークショップが行われ、安全面と機能性を考慮した校舎の設計

が進められた。完成後は、様々な地域活動や教育イベントが開催され、コロナ禍でも大き

なスペース(内の広場)を活用した活動を維持している。 

所 見 等 

・地域との連携強化 

 川崎小学校の取組みは地域の活力を引き出すものであり、学校教育と地域社会との連携

は今後も重要な要素となる。 

・安全・安心な学習環境の提供 

 改築プロジェクトにより、児童の安全な動線が確保され、より良い学習環境が整備され

た事は評価される。 

・進化するコミュニティスクール 

 教育委員会の方針に基づき、亀山市内の全学校に学校運営協議会が設置されており、地

域参加型の教育が推進されている。 

・小規模校への配慮 

 小規模校の特認制度やオンライン授業の導入により、他校との交流を実施している。ま

た地域住民の積極参加を促し、学校教育が持続可能な形で運営されている。 

 

 


